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jな観点から染色により色を持たせるとともに，金
め，酸性媒染染料で染色した布からなる消臭機能
消臭効果を検討することとした．
港酸院媒染染料Sunchromine Red Ｇ cone.（C.I.

ぎ酸を用いる標
aOOmLに室温で

－0.lM酢酸ナトリウム緩衝溶液を用い
　染色残浴の吸光度を測定することに
た定した．得られた羊毛布2.0gを，2
ンを導入し，室温でのエチルメルカプ

)pHが高いほど大きくなった．また，同じ
g大きくなった.検知管で測定したエチル
した布では48h後,残存率は60～85%であ

堅量が大きいものほど含銅量が大きくなった.検知管で測定したエチル
度の経時変化は, pH2.7で媒染した布では48h後,残存率は60～85%であ
5.4で媒染した布では48h後，残存率は20％以下となった．含銅量が大
が大きいことがわかった. pH2.7では，染着量が大きいものほど含銅量
臭能はほとんど変化せず,また,媒染のみの布よりも含銅量が大きいに
．た布の方が消臭能が低下した結果となっている．よって染料に結合し
キシル基に結合している銅に比べて消臭能が小さいと考えられる．

もかかわらず,染色した1
ている銅は，カルボキシ
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